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C－11　乳幼児期におけ徊£漿づ人つに関で心調査祈死
　　　　釈田短大　田中玲子

児　童　171

　目的現代生活ヵlめざ｀tしい恚厦:玄まげrてことにa つて、心理的緊貳丿増大し■z いるが

ヽ日弟ま活ば調和のとれに身体兆差:ド政溥ば知痢外動を充分に与えてくれていびい・擬暁

によって犬々く庫右勾
膏折と虚弱化八問題にこぎれている。子i:"'もババく４しい体りそ乙ち、煮央しn鴇長発差を

差げてぜるf-(ｺﾞど･うりてらよいか、子ビものおかれに痕暁、鳶絡びどを側査レこれぞ蓮

して子有だの基本､玄考え、豪でふ漕削mv) を認識しr;い。

　方演釈E日市肉の路稚測ノグ所2?/名、凛村郎の廓択田部の3屎角所お/名.山間部の

山禾郡の2保貴所7託。合汁73とぷク)園児の母眼に調査用紙ぎ凍し記入してもらりて。

　祁果て)(?いばい和対しりい赤ち々ん凶OX代みら畑ぶ、心iば四鯵行の埠備と

して重疹で･あるねらす行崔に閉じこあない方バ望^しい。の深慮{5、２～３ぺべ一番多い

とい丿ことばこじ･しぶり差んでヽいφ嫡句にあるピ考えらμる^ で友£ば多にぎバJiい｡R

親官身、僕康々体カブくハペついての億識叙低いと^で争ビもば屋外八まれ出し、會然に親

し4ぜ、衷登クや官転車乗り、散歩ｱ'^ビ非力づく0 訪日骸生略^ 管劃じごぞるこり勁丿寥

である。屈)偏妻の子ども政多くみられるバ、食拠ヵ好き嫌いバ含栽ぶ懇まとわ関係がある

ク)で-刈児でぞ)理解できるようr泉養指講ぞでる必曹がある。⑤歌£痩漉ば、都鋼3:親子

４～ぢべいヽづ核家族八多＜- 凛村々山間部旧昔々次葛頁ズ母とiﾌ)同名バ多くrかでおり

ヽ蔡も)広くr卜でいる。の山阿部の子ども)はヂレと淳湛跨間見てい-^傾朔祠強く、が寝外

廓参差い。又入浙即脚町しダりいいヽう面バあるので習慣タ応箸分お七球ある。

C―12 色彩嗜好に関-^ゐ一考察(Ⅲ)一如呪､。色彩トーン。<4好につ､｡ヽ7

山陽学園短載　　三后弘子　　　　　　　　コ

　目的　追耳､タ､日常ま沼が物t的μ盧fl> fiJl,状にあり、色彩関係においr’も例9＼- Z-It な.ヽ.

子とヽもの噸域にお．tも、力ラフ､レな物質によっ乙視覚の刺激頻度が高< ^s，てきT ノヽろ.

このよ7 な色彩４報社会にぶい乙了とヽ丿の紺二障・色彩感覚め発達を祁握了ろ必要があろ

と考えr いろ.今回は無彩色を含^）r、各ゑ和．トーン系列によか

の色知覚を認識レ色彩>^好．一如にL f-い．

　方活被験呪は5歳の幼稚園児、男児おゐ、女児Biゐ計ぷ?免zヽあソ、調査日時It 53-年旧

月とロ月す、裂晴作の^わやかな0 の( 0:00～iz;oo A川.に行な、/i. ＼調壹方芸はp. 0. C.

ｓに基づいr //グループに分類タれ巨「/＼－モニーツ7 万一ド■ □U二」を一覧して示レ①「

一番好5-なグループ」ii @「一番嫌いなグル-プ」との双方を質問し乙回答」it た.

　昴果　5歳になると現実のものをヵ心り正護に認識ヵ儲丿了- 感情表現においr 櫛周島

期と^いわれゐよラに. 色彩時好．トーン系列におーr -好?: びトーンのグルーアとこ嫌いな

I-ーンのグルー-?' の嗜好傾向はかなリ明瞭乙

哨沙すがﾀﾞ/ヽ4y≪で囁も高くヽ旦リ. ^ヽ｀なI- －シにはみられr^ fi）・だ. Z位の（eepは、

/7. /ﾂﾞの４好率でヽあり、嫌恚畢はZ､9 呪rヽ低い．他方ご嫌いなレンダ)上位は、嘸彩色

34､4み、血トk ぽぢﾂﾞ･- pale /､Aなてヽあり、≪f好率においT 1*三者共1こZ."?'/.と但い．

　μよめ糾果かh , 幼･かぶ朗ゐい色調を最ぞ好み、またde印、川副のようり鍍い色を好み

可の反面、無彩a, 暗色、咲色は好まない傾向がみら礼に.しむし、各S;taにμ単色､・･感

惰があ丿、|ヽ- ン糸列*f好幸乙の関係は今後．課題としたい．


